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室週≧ン今
国
会
で
年
金
制
度
改
革
法
が
成
立
し

ま
し
た
。
最
大
の
焦
点
は
就
職
氷
河
期
世

代
等
の
低
年
金
対
策
と
な
る
基
礎
年
金
の

底
上
げ
策
で
し
た
が
、
自
民

・
公
明

上
立
憲

民
主
党
の
合
意
で

「
５
年
後
に
実
施
を
判

断
す
る
」
と
の
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

具
体
的
な
制
度
改
革
は
、
Ｏ
短
時
間
労

働
者
の
厚
生
年
金
へ
の
加
入
拡
大
②
在
職

老
齢
年
金
制
度
の
見
直
し
③
高
所
得
者
の

厚
生
年
金
保
険
料
の
段
階
的
引
き
上
げ
④

遺
族
厚
生
年
金
の
男
女
格
差
の
解
消
な
ど

で
す
。
短
時
間
労
働
者
の
加
入
拡
大
に
つ

い
て
は
２
０
２
４
年
Ю
月
に
従
業
員
５‐
人

以
上
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
が
、
企
業
規
模

要
件
を
段
階
的
に
撤
廃
し
、
２
０
３
５
年

１０
月
に
全
企
業
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
賃
金
要
件
の

「年
収
１
０
６
万
円
」

も
撤
廃
さ
れ
、
「
週
２０
時
間
以
上
」
の
時

間
要
件
が
残
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お

保
険
料
負
担
が
増
え
る
労
働
者
に
は
３
年

間
の
軽
減
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

在
職
老
齢
年
金
制
度
に
つ
い
て
は
、現
在
、

賃
金
と
厚
生
年
金
の
合
計
が

「
５０
万
円

以
下
」
で
あ
れ
ば
満
額
を
受
け
取
れ
ま
す

が
、
２
０
２
６
年
４
月
か
ら

「
６２
万
円
以

下
」
に
引
き
上
げ
ま
す
。
高
所
得
者
の
厚

生
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
は
現
在
、
月
収
を

３２
段
階
に
分
け
た

「標
準
報
酬
月
額
」
に

略
・
３
％
の
料
率
を
か
け
た
も
の
を
労
使

で
折
半
し
て
い
ま
す
。
上
限
額
は
６５
万
円
、

本
人
負
担
の
保
険
料
は
約
５
万
９
０
０
０

円
で
す
が
、
標
準
報
酬
月
額
の
上
限
額
を

２
０
２
７
年
９
月
に
６８
万
円
、
２８
年
９
月

に
７‐
万
円
、
２９
年
９
月
に
７５
万
円
に
引
き

上
げ
、
計
３５
段
階
に
な
り
ま
す
。

遺
族
厚
生
年
金
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

略
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
な
い
女
性
の
場

△
口
、
３０
歳
以
上
で
配
偶
者
と
死
別
す
る
と
、

配
偶
者
が
老
後
に
受
給
す
る
は
ず
だ
っ
た

老
齢
厚
生
年
金
の
４
分
の
３
の
遺
族
厚
生

年
金
を
無
期
限
に
受
給
で
き
ま
す
。
男
性

が
無
期
限
で
受
給
で
き
る
の
は
、
子
ど
も

が
お
ら
ず
５５
歳
以
上
で
妻
と
死
別
し
た

ケ
ー
ス
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
改
革
に

よ
つ
て
２
０
２
８
年
４
月
か
ら
２０
年
か
け

て
、
２０
～
５０
代
の
男
女
は
５
年
間
の
有
期

給
付
と
な
り
ま
す
。
無
期
限
で
受
給
で
き

る
の
は
６０
歳
以
上
で
死
別
し
た
場
合
に
限

定
し
、男
女
の
条
件
も
同

一
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
す
で
に
受
給
し
て
い
る
遺
族
は
改

正
後
も
無
期
限
で
受
給
で
き
ま
す
。今
後
、

企
業
は
改
正
に
向
け
た
準
備
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
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第20回 週休3日など、再雇用者に多様な選択肢

６５
歳

走

年

か
再

雇

用

か
を

選

択

再
一歴
用
者
は
週
体

３
日
勤
務
可
能

Ａ
社
は
２
０
２
４
年
９
丹
か
ら
、
従

来
の
継
続
雇
用
制
度
の
選
択
肢
を
拡
大

し
、
新
た
に
週
休
３
日
の
短
縮
勤
務
や

グ
ル
ー
プ
会
社
へ
の
転
籍
制
度
を
導
入

し
ま
し
た
。
現
在
、
６０
歳
以
上
で
働
く

人
は
約
８
０
０
人
で
、
そ
の
う
ち
９
割

以
上
の
人
は
年
々
更
新
し
な
が
ら
働
い

て
い
ま
す
が
、
６
％
の
人
が
更
新
し
な

い
で
退
職
し
て
い
ま
す
。
制
度
導
入
の

背
景
に
は
、
体
力
な
ど
健
康
の
問
題
で

週
５
日
の
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
の
は
無

理
だ
と
い
う
人
も
い
る
こ
と
と
、
も
う

１
つ
は
身
内
の
介
護
な
ど
家
庭
の
事
情

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
で
き
る
だ
け

フ
オ
ロ
ー
し
、
元
気
で
働
け
る
う
ち
は

働
い
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で
制
度
を

人
手
不
足
解
消
の
方
策
の
１
つ
と
し
て
高

齢
者
雇
用
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
は

６５
歳
定
年
制
と
再
屋
用
制
度
の
い
す
れ
か

を
選
択
で
き
る
企
業
も
増
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
再
雇
用
制
度
を
選
択
し
た
社
員

を
対
象
に
週
休
３
日
な
ど
、
柔
軟
な
働
き

方
を
選
択
で
き
る
制
度
を
用
意
し
、
シ
エ

ア
を
戦
力
と
し
て
活
用
し
て
い
る
建
設
・

不
動
産
業
の
Ａ
社
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

導
入
し
た
そ
う
で
す
。

現
在
６０
歳
以
上
の
再
一雇
用
者
は
週

５
日
、
１
日
７
・
５
時
間
の
フ
ル
タ
イ

ム
勤
務
で
し
た
が
、
短
縮
勤
務
制
度
は

週
４
日
勤
務
と
し
、
１
日
の
勤
務
時
間

を
６
時
間
、
６

・
５
時
間
、
７
時
間
、

７
・
５
時
間
の
４
パ
タ
ー
ン
か
ら
選
択

で
き
ま
す
。
ま
た
、
短
縮
勤
務
を
選
択

し
て
も
、
た
と
え
ば
介
護
が

一
段
落
す

れ
ば
フ
ル
タ
イ
ム
に
戻
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
も
う
１
つ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
な

ヽ
す

ど
を
展
開
す
る
グ
ル
ー
プ
会
社
へ
の
転

籍
制
度
も
あ
り
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
会
社

に
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
有
料
老
人
ホ
ー

ム
ー
３
６
施
設
を
運
営
す
る
会
社
が
あ

り
ま
す
。
転
籍
制
度
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

施
設
で
の
勤
務
と
な
り
、
勤
務
形
態
は

過
４
日
と
５
日
、
勤
務
時
間
６
時
間
～

８
時
間
の
間
で
選
択
で
き
、
一屋
用
年
齢

の
上
限
は
７３
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

転
籍
制
度
を
設
け
た
理
由
と
し
て

同
社
の
人
事
担
当
者
は

「当
社
を
リ
タ

イ
ヤ
し
た
人
の
中
に
介
護
の
資
格
を

取
っ
て
介
護
施
設
で
働
い
て
い
る
こ
と

を
よ
く
耳
に
し
て
い
た
。
そ
う
で
あ
れ

ば
当
社
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
転
籍
し
て

も
ら
う
こ
と
で
グ
ル
ー
プ
の
人
材
シ
ナ

ジ
ー
を
発
揮
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
た
」
と
言
い
ま
す
。
介
護
系
の
資

格
も
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
希
望
す
る

人
に
は
６０
歳
ま
で
に
学
密
期
間
や
取
得

費
用
を
会
社
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

な
お
同
社
に
は
６０
歳
以
降
、
定
年

延
長
と
再
一雇
用
の
２
つ
の
コ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
６０
歳
定
年
を
迎
え
た
後
、
定

年
延
長
か
再
雇
用
か
を
選
択
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
前
に
評
価
に

よ
つ
て
定
年
延
長
で
き
る
か
を
会
社
が

判
断
し
、
そ
の
上
で
の
選
択
と
な
り
ま

す
。
実
際
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
定
年
延

長
を
選
択
す
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
定

年
延
長
後
は
毎
年
の
人
事
評
価
が
平
均

点
を
下
回
れ
ば
再
一居
用
に
な
る
な
ど
メ

リ
ハ
リ
の
利
い
た
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
中
に
は
評
価
が
高
く
て

も
健
康
面
や
家
庭
の
事
情
で
再
雇
用
に

移
行
す
る
人
も
い
ま
す
。

６５
歳
以
降
に
つ
い
て
は
、
再
雇
用
の

人
は
そ
の
ま
ま
７０
歳
ま
で
再
雇
用
を
継

続
し
、
定
年
延
長
の
人
は
再
一屋
用
に
移

行
し
ま
す
。
た
だ
し
、
健
康
面
以
外
に

評
価
が
平
均
点
を
超
え
て
い
る
こ
と
、

営
業
職
は
最
低
実
績
を
ク
リ
ア
す
る
こ

と
を
条
件
に
し
て
い
ま
す
。
実
際
は
ほ

と
ん
ど
の
人
が
基
準
を
ク
リ
ア
し
、
働

い
て
い
る
そ
う
で
す
。

戦力化と
生産性向上を目指灰


